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遠足・体育祭（５月）、文化祭（9月）、球技大会（12月）、修学旅行（2学年）
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3% 12%

青学大、明治大、法政大、成蹊大、明学大、駒沢大、専修大、東洋大ほか
ボクシング部（スポーツ特別強化校）、硬式野球部、サッカー部、女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部、
女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部、和太鼓部、生物部、吹奏楽部、茶道部など

学校生活満足度（生徒87.1％、保護者87.1％）授業満足度（生徒75.1％、保護者78.0％）

36%43%
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34年度今年度

今年度の取組と自己評価

男子

文化・スポーツ等特別推薦（硬式野球・サッカー・女子バスケットボール・女子バ
レー各部）、男女別定員枠の緩和（分割前期）

3１年度

男女
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値

目
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今年度の数値目標の内容

目標③ 部活動加入率　70％
目標② 卒業生の進路未決定率 10%未満 
目標① ４年制大学への現役進学率　50％以上

そ の 他
の 特 徴

目 指 す 学 校

主な学校行事

目

標

③

基本的生活習慣の定着を図ると共に、生徒の自主自律の精神を育む

①自ら時間を管理し、自主学習時間を確保する。
②身形、挨拶を励行し、規律ある学校生活を継続する。
③部活動の活性化と加入率の向上を推進する。
④「部活動充実校」として実績の向上を目指す。

目

標

②

学習に関心が向かう環境を整え、学習指導の充実を図る

①家庭学習の定着を重視
②長期休業中及び土曜日、放課後の補習、補講の充実
③基礎学力の定着、大学進学に向けた個別指導の徹底
④家庭学習時間を保証する部活動時間の設定

校 服

目

標

①

「進学指導研究アソシエイト」として、希望進路の実現を図る

①４年制大学現役合格率の向上(50%以上)
②GMARCH５名以上
③日東駒專への現役合格者の増加(30名以上)
④進路未決定率１０％未満

基

本

情

報

所 在 地

今年度の重点目標

１　高い志・初志貫徹の強い信念と行動力を育み、４年制大学進学をはじめとした希望進路を実現する学校
２　心身の健やかな成長の基盤となる基本的生活習慣の確立と規範意識の醸成、自主的な学習習慣を身に付けさせる学校
３　行事や部活動を通して自信と自己有用感を育む学校
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9４０名（男子46６名・女子47４名）

入

学

者

選

抜

情

報

推薦（男子32名、女子30名）
前期（男子119名、女子110名）、後期（男女問わず26名）

3.17

1.06

府中市押立町四丁目２１番地
183-0012 電話

番号
042-365-7611

京王線 武蔵野台駅 徒歩15分
推薦

女子

募集人員

男女

京王線 飛田給駅下車 徒歩15分

西武多摩川線 白糸台駅 徒歩20分

そ の 他 制服

自律経営推進予算
31年度(単位：万円)

2,300

「進学指導研究校アソシエイト」「スポーツ
特別強化校」「令和２年度アクティブ・ラー
ニング推進校」への応募

男子・ブレザー（紺）

女子・ブレザー（グレー）

「進学指導研究校アソシエイト」として４年制大学進学を目指す。ア
クティブ・ラーニングを推進し、生徒の主体的な学びの充実を図り、
社会の変化に対応できる人材を育成する。

主 な 部 活 動

1.26
応 募
倍 率

少人数授業（家庭総合）
習熟度別授業（数学Ⅱ・英語表現ⅠⅡ）

女子

教育課程の
特 徴

分割
前期

男子

男子

分割
後期

年
度
入
学
生

学 科 普通科

ア ク セ ス

実 績
四年制
大 学

特 徴

学 校 評 価

校

章

都 立 府 中 東 高 等 学 校 全日制課程
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「協働する力」
地域社会や、世界の様々な文科や価

値観を理解し、尊重しながら協働でき

る力のある人材を育成する。

「人間性」
自他を尊重する精神と、生命を大切に

し、自然を愛する豊かな心を培う。

「創造力」
主体的に考え、行動する生徒を育成す
る。即ち、社会が変化しても周囲や環境
のせいにせず、自分の頭で考え、行動し、
改善していける力を身に付けさせる。

特別支援学校との交流学習 生徒が自主的に運営する球技大会 生物部の活動（令和元年度「理数研究校」）

５０年を越えて新たな時代へ！

新校舎


